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千葉県立下総高等学校 

 

（１）園芸科の活動 

  ①耕作放棄地問題解消の取組として、転作（代替）作物であるコムギやマコモ、ソバの

栽培に関する研究を行った。これらを本校情報処理科や地域企業と連携し、乾麺とし

て商品化した。 

  ②減農薬と廃棄物利用を目的として、本校水田から出されたモミガラを「ぼかし肥」と

して活用するために、有用菌（光合成細菌・土着菌）に関する研究を行った。また、

トマト栽培では「ちばエコ農産物認証」を取得し、減農薬・減化学肥料栽培を実践し

た。 

  ③農業理解や異学年交流による道徳教育を目的として、ナシやサツマイモ等の地域特

産物を教材とした「食農教育」を、近隣小中学校に対して行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自動車科の活動 

①昨年度と同様に資源エネルギーについての学習において、ボランティア活動の一環

も兼ねて、学校最寄りの駅前ロータリーに太陽光発電によるイルミネーションをさ

らに追加して製作した。 

②昨年度と同様に日本大学生産工学部主催の風力発電コンペ参加のため、風力発電機

の製作を行った。効率の良い羽根や空気抵抗の少ない支柱などを製作し実験研究を

行った。 

③自動車部では、ＨＯＮＤＡエコマイレッジチャレンジ大会出場のため空気抵抗の少

ないボディ作成、タイヤの転がり抵抗、また燃費のよいエンジンなどの研究を引き続

き行い「燃費消費率」の向上を図った。 

 

 

 



（３）情報処理科の活動 

   園芸科と協力し、栽培したソバを地域企業と連携し「乾麺」として商品化した。情報

処理科ではこの商品について商品名の商標登録に関する手続きと、商品に貼るラベル

をデザイン・製作を担当し、地元直売所で販売した。さらに学校ＨＰを活用し、この取

組について地域に発信した。 

 


